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若
干
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察一　

は
じ
め
に

　

近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
各
国
・
各
法
域
の
法
制
度
を
「
記
憶
の
法
（m

em
ory law

s

）」
と
い
う
視
点
か
ら
検
証
な
い

し
分
析
す
る
試
み
が
進
展
し
て
い
る（

（
（

。「
記
憶
の
法
」
と
は
、
歴
史
上
の
重
要
な
出
来
事
を
国
家
な
い
し
国
民
の
「
記
憶
」
と
し
て

継
承
す
る
機
能
を
も
つ
法
制
を
指
す
。
一
例
と
し
て
、
過
去
の
重
要
な
出
来
事
を
矮
小
化
し
た
り
否
定
し
た
り
す
る
言
論
を
処
罰
す

る
法
律
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
刑
罰
型
の
立
法
に
限
ら
ず
、
特
定
の
出
来
事
や
人
物
を
記
念
す
る
祝
日
や
施
設
を
設
置
す
る
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立
法
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
法
制
度
も
「
記
憶
の
法
」
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
。

　
「
記
憶
の
法
」
と
い
う
分
析
視
点
が
広
ま
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
歴
史
認
識
に
関
す
る
一
連
の
法

律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
実
在
―
―
よ
り
正
確
に
は
、
国
際
軍
事
裁
判
所
憲

章
六
条
の
平
和
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
に
当
た
る
こ
と
が
国
内
又
は
国
際
法
廷
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
行
為

の
実
在
―
―
を
否
定
す
る
表
現
を
禁
止
す
る
ゲ
ソ
法（

（
（

（Loi Gayssot

）
が
制
定
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
一
年
に
刑
罰
規
定
を
伴
わ
な
い

宣
言
立
法
と
し
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
実
在
を
宣
言
す
る
法
律
、
過
去
の
奴
隷
貿
易
を
人
道
に
反
す
る
罪
と
す
る
法
律
等
が
制

定
さ
れ（

（
（

、
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
に
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
帰
還
者
等
の
経
験
を
承
認
す
る
法
律
も
制
定
さ
れ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
の
法

律
は
、
過
去
の
行
為
を
追
認
又
は
反
省
す
る
試
み
で
あ
る
が
、
歴
史
上
の
出
来
事
に
関
す
る
公
式
な
解
釈
を
立
法
府
が
決
定
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
学
者
か
ら
激
し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
議
論
を
背
景
に
、
法
学
分
野
に
お
い
て
も
、
歴
史

上
の
出
来
事
の
記
憶
を
継
承
す
る
機
能
を
も
つ
法
制
度
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
記
憶
の
法
」
と
い
う
視
点
で
一
国
の
法
制
度
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
存
す
る
憲
法
上
の
課
題
を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
国
の
統
治
体
制
の
特
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、「
記
憶
の
法
」
と
い
う
分
析
視
角
を
生
み
出

す
こ
と
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
制
に
着
目
し
、「
記
憶
の
法
」
の
展
開
を
概
観
す
る
。
次
に
、
歴
史
認
識
に
関
す
る
表
現
規
制

に
焦
点
を
当
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
お
け
る
表
現
の
自
由
と
の
関
係
を
審
査
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
断
を
検
討

す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
」
研
究
の
基
盤
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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二　
「
記
憶
の
法
」
と
は

（
1
）　
「
記
憶
の
法
」
と
い
う
分
析
視
点

　

国
家
な
い
し
共
同
体
の
重
要
な
歴
史
的
出
来
事
の
記
憶
を
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
各
地
で
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
き

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ア
は
、
こ
う
し
た
試
み
の
成
果
の
場
を
「
記
憶
の
場
（lieux de m

ém
oire

）」
と
呼
び
、

そ
の
典
型
例
と
し
て
博
物
館
、
文
書
館
、
墓
地
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
祭
典
、
記
念
日
、
条
約
、
議
事
録
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
神
殿
、

団
体
等
を
挙
げ
て
い
る（

（
（

。
ノ
ラ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
記
憶
の
場
」
は
「
共
同
体
が
、
技
巧
と
意
志
と
を
も
っ
て
、
生
み
出
し
、

作
り
上
げ
、
宣
言
し
、
ま
た
維
持
す
る
も
の
で
あ
」
り
、
そ
の
背
景
に
は
、「
自
然
な
記
憶
は
も
う
存
在
し
な
い
と
い
う
意
識
」
が

あ
り
、「
放
っ
て
お
け
ば
そ
の
よ
う
な
作
業
が
な
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
わ
ざ
わ
ざ
記
録
を
残
し
、
記
念
日
を
維
持
し
、
祝
祭
を
組

織
し
、
追
悼
演
説
を
お
こ
な
い
、
公
正
証
書
を
作
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る（

（
（

。

　

こ
こ
に
い
う
「
記
憶
」
は
、
心
理
学
に
お
け
る
個
人
の
内
面
の
記
憶
と
は
一
線
を
画
す
社
会
科
学
的
な
「
集
合
的
記
憶
」
で
あ
る
。

「
集
合
的
記
憶
」
と
は
、
個
人
が
「
他
者
と
共
属
す
る
直
接
・
間
接
的
な
集
団
に
依
拠
し
て
営
ま
れ
る
集
合
的
＝
社
会
的
な
行
為
」

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
と
く
に
「
集
団
の
同
一
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
保
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
」
が
強
調
さ
れ
る（

（
（

。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
、
土
屋
は
、「
記
憶
の
法
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
特
定
の
記
憶
を
社
会
的
に
記
銘
・
保
持
・
再
生
さ
せ
る
、

換
言
す
れ
ば
、
特
定
の
集
合
的
記
憶
を
維
持
強
化
、
あ
る
い
は
創
り
出
す
こ
と
で
、
集
団
の
同
一
性
を
維
持
・
創
出
し
よ
う
と
す
る

試
み
」
で
あ
る
と
す
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
「
記
憶
の
法
」
は
、
歴
史
上
の
出
来
事
に
か
か
わ
る
記
憶
や
描
写
を
、
政
府
が
集
合
的
記
憶
と
し
て
調
整
な
い
し
統

制
し
よ
う
と
試
み
る
法
制
全
般
を
包
摂
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
上
、
政
治
的
な
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
も
多
く
、
過
去
の
出

来
事
を
想
起
の
対
象
と
忘
却
の
対
象
と
に
分
類
す
る
記
憶
の
政
治
（m

em
ory politics

）
の
中
心
的
手
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

。
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（
2
）　
「
記
憶
の
法
」
の
分
類
と
展
開

　
「
記
憶
の
法
」
は
、
複
数
の
基
軸
で
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
処
罰
規
定
の
有
無
に
着
目
し
て
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
過
去
の
重
大
な
出
来
事
に
関
す
る
公
定
の
解
釈
か
ら
逸
脱
す
る
言
論
（
例
：
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
）
に

刑
罰
を
科
す
立
法
（
刑
罰
型
）
と
、
刑
罰
は
科
さ
な
い
も
の
の
、
何
ら
か
の
歴
史
上
の
出
来
事
の
記
憶
の
継
承
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
る
法
制
度
（
非
刑
罰
型
）
で
あ
る
。
過
去
の
虐
殺
行
為
等
に
関
す
る
刑
罰
型
の
「
記
憶
の
法
」
に
関
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁

判
所
は
さ
ら
に
、
記
憶
の
対
象
と
な
る
過
去
の
犯
罪
等
の
性
質
と
認
定
主
体
に
着
目
し
て
四
類
型
に
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
国

際
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
犯
罪
、
②
国
内
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
犯
罪
、
③
議
会
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
犯
罪
、
④

議
会
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
認
定
さ
れ
た
歴
史
上
の
出
来
事
の
四
類
型
で
あ
る（

（1
（

。

　

一
方
、
非
刑
罰
型
の
「
記
憶
の
法
」
に
は
、
多
様
な
法
制
度
が
包
含
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
特
定
の
歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
を
称

賛
、
非
難
又
は
追
悼
す
る
宣
言
的
立
法
、
特
定
の
歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
を
記
念
す
る
祝
日
を
定
め
る
立
法
、
特
定
又
は
不
特
定

の
出
来
事
の
記
憶
を
継
承
す
る
た
め
の
博
物
館
又
は
記
念
館
等
を
設
置
又
は
管
理
す
る
法
制
度
、
学
校
教
育
で
学
ぶ
歴
史
の
内
容
を

規
律
す
る
法
制
度
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
国
家
又
は
国
民
の
歴
史
に
言
及
す
る
憲
法
規
定
や
、
裁
判
所
の
判
決
文
に
お
け
る
過

去
の
事
実
の
認
定
も
「
記
憶
の
法
」
に
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
も
「
記
憶
の
法
」
に
該
当
す
る
法
制
度
が
多
数
存
在
す

る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
後
述
の
と
お
り
、
中
央
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
は
、
旧
ソ
連
に
よ
る
抑
圧
の
歴
史
を
負
の
記
憶
と
し
て
継
承

す
る
法
整
備
や
、
自
国
政
府
の
負
の
歴
史
を
白
紙
化
す
る
法
整
備
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
ロ
シ
ア
で
は
、
政
府
の
公
式
な
歴
史
ナ
ラ
テ

ィ
ブ
を
規
定
し
た
う
え
で
こ
れ
に
反
す
る
言
論
を
禁
じ
る
法
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、「
記
憶
の
法
」
は
、
記
憶

の
想
起
の
た
め
の
法
制
度
と
忘
却
の
た
め
の
法
制
度
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る（

（1
（

。
ま
た
、
民
主
主
義
や
法
の
支
配
を
促
進

す
る
も
の
と
、
そ
れ
ら
を
後
退
さ
せ
る
も
の（

（1
（

と
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
自
ら
の
過
去
の
責
任
を
認
め
る
自
責
・
自
省
型
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（self-inculpatory

）
と
、
過
去
の
責
任
を
否
定
す
る
責
任
否
定
型
（self-exculpatory

）（
（1
（

と
に
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（

（1
（

。
こ

の
よ
う
に
、「
記
憶
の
法
」
は
統
治
体
制
の
指
向
性
を
強
く
示
す
場
合
が
あ
る
。

　

次
章
以
下
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
」
の
展
開
を
確
認
し
た
う
え
で
、
歴
史
認
識
に
関
わ
る
言
動
に
対
す
る
処

罰
を
め
ぐ
る
議
論
に
焦
点
を
当
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
決
を
検
証
す
る
。

三　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
」

（
1
）　
「
記
憶
へ
の
招
待
」
の
時
代
か
ら
「
記
憶
の
義
務
」
の
時
代
へ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
」
の
展
開
に
つ
い
て
、
同
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
るBelavusau

は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後

に
始
ま
る
「
記
憶
へ
の
招
待
（invitation to rem

em
ber

）」
期
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
記
憶
の
義
務
（duty to 

rem
em

ber

）」
期
と
に
区
分
す
る（

（1
（

。Belavusau
に
よ
る
と
、「
記
憶
へ
の
招
待
」
期
に
お
い
て
は
、
市
民
革
命
後
の
「
共
和
国
市

民
と
し
て
の
市
民
性
」
を
涵
養
す
る
た
め
に
美
術
館
や
博
物
館
（m

useum
s

）
の
所
蔵
や
展
示
を
通
し
て
「
記
憶
へ
の
招
待
」
の
試

み
が
行
わ
れ
、
共
和
国
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
中
心
的
原
動
力
と
な
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
記
憶
を
倫
理
的
教
訓
と
し
て
継
承
し
て
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
（genocide

）
と
い
う
法
概
念
が
創
設
さ
れ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
結
び
つ
い
た
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

で
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
記
憶
・
記
録
の
改
竄
や
否
定
を
防
止
す
る
た
め
の
立
法
も
行
わ
れ
、
こ
こ
に
「
記
憶
の
義
務
」
の
時
代
が
到

来
し
た
と
い
う
。

　
「
記
憶
の
義
務
」
化
を
加
速
さ
せ
た
契
機
と
し
て
、Belavusau

は
、
二
〇
〇
八
年
の
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
お
け
る
枠
組
み
決
定

2008/913/JH
A

を
挙
げ
る（

（1
（

。
こ
の
枠
組
み
決
定
は
、
人
種
差
別
及
び
外
国
人
排
斥
へ
の
対
処
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
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で
人
種
差
別
や
外
国
人
排
斥
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
共
通
原
則
で
あ
る
「
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
尊
重
並
び
に
法

の
支
配
へ
の
直
接
的
な
侵
害
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
う
え
で
、
加
盟
国
が
国
内
法
で
処
罰
す
べ
き
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
定
義
す
る（

（1
（

。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
処
罰
対
象
と
す
べ
き
言
動
の
定
義
中
に
、
歴
史
上
の
出
来
事
に
関
す
る
一
定
の
表
現
行
為
が
盛
り
込

ま
れ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
枠
組
み
決
定
一
条
一
項
ｃ
及
び
ｄ
で
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
六
条
、
七
条
及
び
八
条
で
定
義

さ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
及
び
戦
争
犯
罪
、
並
び
に
一
九
四
五
年
の
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章

六
条
で
定
義
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
軸
国
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
一
定
の
犯
罪
（
平
和
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
及
び
人
道

に
対
す
る
罪
）
を
意
図
的
か
つ
公
然
と
許
容
、
否
定
、
又
は
著
し
く
矮
小
化
す
る
行
為

0

00

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、
人
種
、
肌
の
色
、
宗
教
、
祖
先
、

若
し
く
は
国
家
・
民
族
的
出
自
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
集
団
又
は
そ
の
構
成
員
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
集
団
若
し
く
は
構
成
員

に
対
す
る
暴
力
又
は
憎
悪
を
扇
動
す
る
で
あ
ろ
う
手
法
で
な
さ
れ
た
も
の
を
処
罰
対
象
と
す
べ
き
と
す
る
。

　

こ
れ
を
う
け
、
先
行
し
て
法
整
備
を
終
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
を
追
う
形
で
、
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
も
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
含

む
国
際
法
上
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
又
は
戦
争
犯
罪
等
の
史
実
を
「
公
然
と
許
容
、
否
定
、
又
は
著
し
く
矮
小
化
す
る
行
為
」
を
処
罰
す

る
た
め
の
国
内
法
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
法
律
は
、
典
型
的
な
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
問
研
究
の
自
由
や
政
治
的
議
論
の
自
由

と
も
強
い
緊
張
関
係
を
有
す
る
た
め
、
歴
史
家
や
法
律
家
か
ら
懸
念
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
訴
追
さ
れ
た
者

が
表
現
の
自
由
や
学
問
の
自
由
を
援
用
す
る
事
例
も
生
じ
、
後
述
の
と
お
り
、
国
内
裁
判
所
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
一
〇
条
の
表
現
の
自
由
と
の
整
合
性
を
問
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
事
案
も
現
れ
た
。

（
2
）　
「
記
憶
の
法
」
の
四
つ
の
潮
流

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
の
禁
止
法
制
の
導
入
が
広
が
る
と
と
も
に
、「
記
憶
の
法
」
に
新
た
な
四
つ
の
潮
流
が
生
じ
た
と
指
摘
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さ
れ
る（

（2
（

。
第
一
の
潮
流
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
虐
殺
行
為
に
つ
い
て
も
、
そ
の
事
実
を
立
法
に
よ
っ
て
認
定
し
た
り
、
そ
の
否

定
表
現
を
処
罰
し
た
り
す
る
動
き
で
あ
る
。
典
型
例
は
、
現
在
の
ト
ル
コ
の
領
域
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人

虐
殺
の
認
識
を
め
ぐ
る
法
的
対
処
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
刑
罰
規
定
は
な
い
も
の
の
、
残
虐
行
為
の
存
在
を
承

認
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
イ
ス
で
は
刑
法
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
否
定
表
現
を
禁
止
す
る
刑
法
二
六
一
条bis

に
基
づ
き
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
否
認
言
論
が
処
罰
さ
れ
る
事
例
が
生
じ
、
後
述
の
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
申
立
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
立
法
の
動
き
は
、
い
か
な
る
残
虐
行
為
が
法
的
追
悼
の
対
象
と
な
る
の
か
、
い
か
な
る
主
体
が
残
虐
行

為
の
認
定
を
す
る
の
か
と
い
う
難
題
を
浮
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
そ
れ
以
外
の
虐
殺
行
為
と
を
序
列
化
す
る
懸
念

も
生
み
出
す
。

　

第
二
の
潮
流
は
、
独
裁
政
権
か
ら
民
主
主
義
体
制
に
移
行
し
た
国
家
に
お
け
る
、
過
去
の
政
治
体
制
を
非
難
し
て
そ
れ
に
よ
る
被

害
を
追
想
す
る
立
法
の
動
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
政
治
的
論
争
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
に

「
歴
史
の
記
憶
に
関
す
る
法
」（

（2
（

が
制
定
さ
れ
、
内
戦
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
犠
牲
者
の
権
利
承
認
や
名
誉
回
復
等
を
宣
言
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
二
二
年
に
は
「
民
主
的
記
憶
に
関
す
る
法
律
」（

（2
（

が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
法
を
実
効
化
す
る
形
で
、
独
裁
政
権
下
の

人
権
侵
害
に
関
す
る
国
の
調
査
義
務
の
ほ
か
教
育
制
度
に
お
け
る
記
憶
継
承
義
務
な
ど
を
定
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
立
法

は
、
民
主
化
の
正
統
性
を
確
認
す
る
性
格
を
も
つ
一
方
で
、
歴
史
観
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
対
立
を
深
刻
化
す
る
懸
念
も
あ
る
。

　

第
三
の
潮
流
は
、
共
産
主
義
体
制
崩
壊
後
の
東
欧
と
旧
ソ
連
の
領
域
に
お
け
る
旧
ソ
連
支
配
に
つ
い
て
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
立

法
の
動
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ナ
チ
ス
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
の
抑
圧
の
記
憶
が
想
起
ま
た
は
忘
却
の
対
象
と
な
り
、

Ｅ
Ｕ
議
会
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
圧
制
を
認
識
・
追
想
す
る
決
議（

（2
（

が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
国
家
や
国
民
に
ナ

チ
ス
犯
罪
の
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
律（

（2
（

が
制
定
さ
れ
た
。
一
方
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
自
国
の
歴
史
を
民
族
や
宗

教
の
視
点
か
ら
規
定
す
る
基
本
法
（
憲
法
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
潮
流
も
ま
た
、「
記
憶
の
法
」
が
政
治
性
な
い
し
イ
デ
オ
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ロ
ギ
ー
性
を
帯
び
や
す
い
こ
と
を
示
す
。

　

第
四
は
、
国
際
法
上
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
が
違
法
化
さ
れ
た
後
の
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
等
に
対
す
る
国
際
社
会
の
動
向
で
あ
る
。

国
際
刑
事
裁
判
を
通
し
て
ル
ワ
ン
ダ
や
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
人
道
に
対
す
る
罪
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
た
後
、
国
際
刑
事
裁
判
所
も

常
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
普
遍
的
な
人
道
倫
理
規
範
の
実
現
に
寄
与
す
る
一
方
で
、
た
と
え
ば
近
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
攻
撃
に
関
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
対
応
へ
の
米
ロ
の
姿
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
際
的
な
政
治
対
立
を
も
た
ら
す
側
面
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
記
憶
の
法
」
は
多
様
な
潮
流
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
歴
史
認
識
に
関
す

る
表
現
行
為
の
処
罰
と
表
現
の
自
由
の
保
障
と
の
緊
張
関
係
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
が
こ
の
問
題
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
を
確
認
す
る
。

四　

表
現
規
制
を
伴
う
「
記
憶
の
法
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所

（
1
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
表
現
の
自
由

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
一
〇
条
は
、
第
一
項
で
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
一
方
、
第
二
項
に
お
い
て
表
現
の
自
由
へ
の
介
入
（
刑

罰
賦
課
そ
の
他
の
制
約
）
が
正
当
化
さ
れ
る
条
件
を
定
め
る
。
第
二
項
に
よ
る
と
、
介
入
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
法
律
に

よ
る
介
入
で
あ
る
こ
と
、
②
同
項
に
限
定
列
挙
さ
れ
た
い
ず
れ
か
の
目
的（

（2
（

を
追
求
す
る
こ
と
、
③
民
主
的
社
会
に
お
け
る
必
要
性
を

有
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
表
現
規
制
の
人
権
条
約
整
合
性
が
争
わ
れ
る
事
案
に
お
い
て
、
原
則

的
に
広
汎
な
表
現
を
人
権
条
約
一
〇
条
の
保
護
範
囲
内
に
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
こ
の
要
件
に
沿
っ
た
三
段
階
の
審
査
を
行
う
。

　

一
方
、
人
権
裁
判
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
は
「
明
確
に
確
定
し
た
歴
史
上
の
事
実
（clearly established historical 
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facts

）」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
否
定
表
現
を
人
権
条
約
一
七
条
―
―
条
約
上
の
権
利
及
び
自
由
の
濫
用
を
禁
止
す
る
規
定
―
―
に
よ

り
第
一
〇
条
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
人
権
裁
判
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
歴
史
上
の
出
来
事
の
否

定
表
現
に
つ
い
て
は
人
権
条
約
一
七
条
を
援
用
す
る
こ
と
は
避
け
、
前
述
の
一
般
的
な
審
査
枠
組
み
を
援
用
し
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
の
二
〇
〇
八
年
の
枠
組
み
決
定
で
も
見
ら
れ
た
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
定
の
要
件
を
充
た
す
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
は
刑
事
罰
の
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
特
定
の
集
団
が
経
験
し
た
虐
殺
等
の
事
実
を
否
定
す
る
言
論
も
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
一
類
型
と
し
て
刑
事
罰
の
対
象
と
な
る
。
以
下
の
人
権
裁
判
所
の
判
決
で
も
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
や
ア
ル

メ
ニ
ア
人
虐
殺
否
定
表
現
を
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

（
2
）　

過
去
の
政
治
体
制
を
象
徴
す
る
表
現
物
の
禁
止

（
ａ
）　

共
産
主
義
の
象
徴
の
禁
止

　

今
述
べ
た
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
他
の
出
来
事
と
を
区
別
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
ず
、V

ajnai v. H
ungary

事
件（

（2
（

は
、
共
産
主
義
か
ら
民
主
主
義
に
移
行
し
た
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
、
労
働
者
党
の
副

党
首
で
あ
る
申
立
人
が
、
共
産
主
義
の
象
徴
で
あ
る
赤
色
の
星
章
（
赤
星
）
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
装
着
し
て
デ
モ
に
参
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
赤
星
を
含
む
「
全
体
主
義
的
」
と
み
な
さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
を
公
然
と
使
用
、
拡
散
又
は
陳
列
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
刑
法
二

六
九
条
Ｂ
に
基
づ
き
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
一
〇
条
の
下
で
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事

件
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
八
年
の
判
決
に
お
い
て
、
申
立
人
に
よ
る
赤
星
の
着
用
を
政
治
的
言
論
と
位
置
づ
け
た
う

え
で
、
政
治
的
言
論
の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
明
確
で
、
差
し
迫
り
、
特
定
さ
れ
た
社
会
的
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
本
件
で
は
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
人
権
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裁
判
所
は
、
民
主
主
義
の
保
護
を
目
的
と
す
る
予
防
措
置
と
し
て
の
推
測
的
危
険
の
阻
止
は
「
差
し
迫
っ
た
社
会
的
必
要
性
」
に
は

該
当
せ
ず
、
た
と
え
共
産
主
義
政
権
下
で
広
く
用
い
ら
れ
た
象
徴
の
提
示
が
過
去
の
被
害
者
や
そ
の
親
族
に
不
安
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
不
快
感
を
根
拠
と
し
て
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
述
べ
た
。

（
ｂ
）　

ナ
チ
ス
の
象
徴
の
禁
止

　

一
方
、
過
去
の
政
治
体
制
の
象
徴
を
禁
止
す
る
立
法
に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年
のN

ix v. Germ
any

判
決（

（2
（

で
は
、
刑
罰
賦
課
が

正
当
化
さ
れ
た
。
同
事
件
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
案
で
あ
り
、
申
立
人
が
ブ
ロ
グ
投
稿
の
な
か
で
自
ら
の
娘
へ
の
政
府
当
局
の
対

応
が
人
種
差
別
で
あ
っ
た
と
非
難
し
、
そ
の
投
稿
に
Ｓ
Ｓ
制
服
に
鉤
十
字
を
含
む
ナ
チ
党
記
章
と
鉤
十
字
の
腕
章
を
装
着
し
た
ヒ
ム

ラ
ー
の
写
真
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
名
誉
毀
損
罪
及
び
憲
法
の
禁
止
す
る
組
織
の
象
徴
を
使
用
す
る
罪
（
刑
法
八
六
条
及
び
八
六
ａ

条
）
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
が
、
人
権
条
約
一
〇
条
の
下
で
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

　

こ
の
事
件
で
人
権
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
政
府
の
介
入
は
人
権
条
約
一
〇
条
二
項
の
無
秩
序
防
止
（preventing disorder

）
と
い

う
正
当
な
目
的
を
追
求
し
、
民
主
的
社
会
に
お
け
る
必
要
性
も
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
ま

ず
、
ナ
チ
ス
の
恐
怖
を
経
験
し
た
国
家
は
、
そ
の
歴
史
上
の
役
割
及
び
経
験
に
鑑
み
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
大
規
模
な
残
虐
行
為
か
ら
距

離
を
置
く
特
別
な
道
徳
的
義
務
を
負
う
と
述
べ
た
う
え
で
、
立
法
府
が
ナ
チ
ス
の
象
徴
を
刑
事
犯
罪
化
し
、
ド
イ
ツ
の
政
治
的
生
活

面
（Germ

an political life

）
に
お
い
て
そ
の
象
徴
の
提
示
を
禁
止
し
、
政
治
的
平
穏
を
維
持
し
、
さ
ら
に
外
国
に
お
け
る
受
け
止

め
ら
れ
方
も
考
慮
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
再
来
を
防
止
す
る
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
。
人
権
裁
判
所
は
ま
た
、
刑
法
八

六
条
三
項
及
び
第
八
六
ａ
条
三
項
が
刑
事
責
任
の
生
じ
な
い
場
合
を
規
定
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
ナ
チ
ス
の
象
徴
の
使
用
が
市
民

教
育
に
資
す
る
場
合
、
憲
法
違
反
の
運
動
と
闘
う
場
合
、
芸
術
・
科
学
・
研
究
・
教
育
を
促
進
す
る
場
合
、
時
事
的
ま
た
は
歴
史
的

事
象
を
報
道
（report

）
す
る
場
合
、
そ
の
他
類
似
の
目
的
に
供
す
る
場
合
は
刑
事
責
任
は
生
じ
ず
、
さ
ら
に
象
徴
が
体
現
す
る
イ
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デ
オ
ロ
ギ
ー
に
反
対
す
る
意
図
が
「
明
白
か
つ
明
確
」
で
あ
る
場
合
に
も
免
責
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
に
全
体
主
義
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
広
め
る
意
図
、
暴
力
扇
動
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
発
信

を
行
う
意
図
は
認
め
ら
れ
ず
、
申
立
人
の
表
現
が
威
嚇
に
至
っ
た
と
も
言
え
な
い
と
し
つ
つ
、
他
方
で
、
投
稿
内
容
か
ら
は
申
立
人

の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
読
者
は
ヒ
ム
ラ
ー
の
写
真
等
の
み
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
国
内
裁
判
所
が
申
立
人

の
刑
事
責
任
を
認
め
た
こ
と
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
人
権
裁
判
所
は
、
当
該
介
入
は
「
民
主
的

社
会
に
お
い
て
必
要
な
も
の
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

（
3
）　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
に
対
す
る
刑
罰
賦
課

（
ａ
）　Lehideux &

 Isorni v. France

判
決
（「
明
確
に
確
立
し
た
歴
史
上
の
事
実
」）

　

人
権
裁
判
所
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
教
訓
を
特
別
視
す
る
傾
向
は
、
史
実
否
定
表
現
の
禁
止
を
め
ぐ
る
文
脈
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ

る
。
一
九
九
八
年
のLehideux &

 Isorni
判
決（

（2
（

で
は
、
ナ
チ
ス
に
協
力
し
た
と
さ
れ
る
ペ
タ
ン
元
帥
を
擁
護
す
る
新
聞
広
告
が
戦

争
犯
罪
又
は
敵
と
の
協
力
の
擁
護（

（3
（

の
罪
に
当
た
る
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
申
立
人
が
、
人
権
条
約
整
合
性
を
争
っ

た
。
こ
の
事
件
で
、
人
権
裁
判
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
「
明
確
に
確
立
し
た
歴
史
上
の
事
実
」
で
あ
る
と
明
言
し
た
う
え
で
、
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
は
人
権
条
約
一
七
条
に
よ
り
同
一
〇
条
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
判
示
し
つ
つ
も
、
本
件
新
聞
広
告

に
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
四
〇
年
の
モ
ン
ト
ワ
ー
ル
会
談
に
関
す
る
表
現
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
出
来
事
と
そ
の
解
釈
に
関
し
て
は

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
は
異
な
り
歴
史
学
者
の
間
で
現
在
も
議
論
が
続
い
て
い
る
と
述
べ
て
、
人
権
条
約
一
〇
条
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ

る
と
判
示
し
た
。

（
ｂ
）　Garaudy v. France

判
決

　

こ
の
判
決
を
踏
襲
し
つ
つ
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
へ
の
処
罰
を
正
当
化
し
た
の
が
、
二
〇
〇
三
年
の
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Garaudy v. France

判
決（

（3
（

で
あ
る
。
同
事
件
で
は
、
申
立
人
が
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の
創
設
神
話
（Les m

ythes fondateurs de la 

politique israélienne

）』
と
題
す
る
書
籍
を
著
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
実
在
を
争
う
罪
、
集
団
に
対
す
る

公
然
の
名
誉
毀
損
罪
、
及
び
人
種
的
憎
悪
扇
動
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
が
人
権
条
約
の
下
で
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
争

わ
れ
た
。
申
立
人
は
、
本
件
書
籍
は
イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
政
治
を
批
判
す
る
政
治
的
文
献
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
人
道
に
反
す
る
犯
罪
の

事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
人
権
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
本
件
書
籍
は
人
権
条
約
一
七
条
に
よ
り
第

一
〇
条
の
保
護
を
受
け
な
い
と
述
べ
て
申
立
を
不
受
理
と
し
た
。

　

ま
ず
人
権
裁
判
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
法
的
評
価
に
つ
い
て
のLehideux &

 Isorni

判
決
の
前
述
の
判
旨
を
確
認
し
つ
つ
、

申
立
人
の
書
籍
が
歴
史
上
の
事
実
を
否
定
し
た
か
否
か
を
評
価
す
る
た
め
に
「
当
該
書
籍
の
目
的
、
手
法
及
び
内
容
」
の
分
析
を
行

う
と
述
べ
た
う
え
で
、
申
立
人
が
ナ
チ
ス
政
権
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
や
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
関
し
、
歴
史
家
の
間
で
明
確

に
事
実
と
し
て
確
立
し
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
そ
の
実
在
、
規
模
、
深
刻
性
に
疑
義
を
呈
し
た
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
人
権
裁
判
所

は
、
申
立
人
の
言
動
は
政
治
的
批
判
の
域
を
超
え
て
お
り
、
歴
史
修
正
主
義
理
論
に
関
す
る
客
観
的
研
究
に
も
該
当
せ
ず
、
申
立
人

の
真
の
目
的
は
国
家
社
会
主
義
体
制
の
再
評
価
と
被
害
者
集
団
の
歴
史
偽
造
の
主
張
に
あ
り
、
こ
う
し
た
人
道
に
対
す
る
罪
の
否
定

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
最
も
深
刻
な
形
態
な
人
種
差
別
的
誹
謗
に
当
た
り
、
憎
悪
の
扇
動
に
も
当
た
る
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で

人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
種
の
歴
史
上
の
事
実
の
否
定
又
は
修
正
は
、
人
種
差
別
主
義
及
び
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
の
闘
い
の
根
底
に
あ
る

価
値
を
毀
損
し
、
公
共
秩
序
に
対
す
る
深
刻
な
脅
威
を
構
成
し
、
他
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
民
主
主
義
と

基
本
的
人
権
に
相
反
す
る
と
結
論
づ
け
た
。

（
ｃ
）　M

’Bala M
’Bala v. France

判
決’

　

芸
術
な
い
し
コ
メ
デ
ィ
の
形
式
で
な
さ
れ
た
言
動
に
つ
き
、Garaudy
判
決
の
論
理
を
踏
襲
し
た
の
が
、
二
〇
一
五
年
の
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M
’Bala M

’Bala v. France

判
決（

（3
（

で
あ
る
。
同
事
件
で
は
、
政
治
活
動
も
行
っ
て
い
た
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
申
立
人
が
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
、
特
定
の
民
族
的
共
同
体
や
人
種
等
へ
の
帰
属
を
理
由
と
し
た
公
然
侮
辱
の
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
が
、
人
権
条

約
一
〇
条
の
下
で
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

　

人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
発
言
の
評
価
に
あ
た
り
「
状
況
及
び
文
脈
全
体
」
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
申
立
人

の
シ
ョ
ー
は
娯
楽
で
は
な
く
政
治
集
会
の
性
質
を
帯
び
て
い
た
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
コ
メ
デ
ィ
と
い

う
名
目
の
下
で
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
否
定
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
著
名
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
を
招
き
、
賛
辞
を
捧
げ
て
発

言
の
場
を
提
供
し
た
う
え
で
、
極
め
て
グ
ロ
テ
ス
ク
な
演
出
の
中
で
、
ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
の
ユ
ダ
ヤ
人
収
容
者
を
模
し
た
役
者
に

当
該
否
定
論
者
へ
の
賞
の
授
与
を
さ
せ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
人
権
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
言
動
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否

定
を
支
持
す
る
憎
悪
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
表
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
、
人
権
条
約
一
七
条
に
よ
り
第
一
〇
条
の
保
護
範
囲
か
ら

除
外
さ
れ
る
と
述
べ
、
申
立
を
不
受
理
と
し
た
。

（
4
）　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
否
定
表
現
に
対
す
る
刑
罰
賦
課

（
ａ
）　Perinçek v. Sw

itzerland

判
決

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
と
お
り
、
人
権
裁
判
所
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
「
明
確
に
確
立
し
た
歴
史
上
の
事
実
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の

否
定
表
現
を
人
権
条
約
一
七
条
に
よ
り
第
一
〇
条
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
す
る
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
一
方
、
二
〇
一
五
年
の

Perinçek v. Sw
itzerland

判
決
（
大
法
廷
）（

（3
（

で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
否
定
す
る
表
現
が
争
点
と
な
り
、
人
権
裁

判
所
は
、
人
権
条
約
一
七
条
の
適
用
を
回
避
し
て
第
一
〇
条
の
枠
内
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

こ
のPerinçek

事
件
は
、
ト
ル
コ
労
働
者
党
の
党
首
で
あ
る
法
学
博
士
の
申
立
人
が
、
ス
イ
ス
滞
在
中
に
現
在
の
ト
ル
コ
領
で

一
九
一
五
年
以
降
に
起
き
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
残
虐
行
為
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
呼
ぶ
こ
と
を
公
然
と
否
定
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し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
国
際
的
な
噓
（an international lie

）」
と
評
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

そ
の
他
の
人
道
に
対
す
る
罪
の
公
然
の
否
定
、
矮
小
化
又
は
正
当
化
を
禁
止
す
る
ス
イ
ス
刑
法
二
六
一
条bis

に
基
づ
き
有
罪
判
決

を
受
け
た
こ
と
が
、
人
権
条
約
に
違
反
す
る
か
否
か
を
争
点
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

人
権
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
ま
ず
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
犠
牲
者
及
び
生
存
者
の
子
孫
の
多
く
（
と
く
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

（diaspora
））
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
被
害
者
と
い
う
認
識
を
基
盤
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
、
ス
イ
ス
政

府
の
介
入
の
意
図
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
及
び
尊
厳
の
保
護
で
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
た
。
そ
の
う
え
で
多
数
意
見
は
、
本
件
を

人
権
条
約
一
〇
条
の
表
現
の
自
由
と
同
八
条
の
私
生
活
の
尊
重
（
名
誉
の
権
利
等
）
と
の
調
整
問
題
と
と
ら
え
、
次
の
考
慮
要
素

―
―
す
な
わ
ち
、
①
申
立
人
の
発
言
の
性
質
（
政
治
的
言
論
性
、
公
的
関
心
事
性
な
ど
）、
②
発
言
の
文
脈
、
③
地
理
的
・
歴
史
的
要

素
、
④
時
間
的
要
素
、
⑤
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
尊
厳
等
へ
の
影
響
、
⑥
人
権
条
約
加
盟
国
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
状
況
、
⑦
ス
イ
ス
政

府
の
国
際
法
上
の
義
務
、
⑧
国
内
裁
判
所
に
よ
る
有
罪
判
決
の
経
緯
、
⑨
介
入
の
深
刻
性
等
―
―
を
総
合
考
慮
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
数
意
見
は
、
申
立
人
の
発
言
は
公
共
の
利
益
に
関
わ
る
事
項
で
あ
っ
て
憎
悪
や
不
寛
容
の
扇
動
に
は
至
っ
て
い
な

い
こ
と
、
本
件
発
言
当
時
の
ス
イ
ス
に
特
別
の
緊
張
や
歴
史
的
背
景
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
発
言
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
共
同

体
の
構
成
員
の
尊
厳
を
損
な
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ス
イ
ス
は
当
該
発
言
を
処
罰
す
る
国
際
法
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
ス
イ
ス
の
裁
判
所
の
処
罰
は
国
内
で
確
立
さ
れ
た
見
解
と
は
異
な
る
意
見
の
表
明
に
対
す
る
も
の
と
評
価
し
う
る
こ
と
、

ス
イ
ス
当
局
の
介
入
の
手
段
が
申
立
人
へ
の
刑
事
有
罪
判
決
と
い
う
重
大
な
制
約
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア

人
共
同
体
の
権
利
を
守
る
た
め
に
申
立
人
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
民
主
的
社
会
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
結
論
づ
け
、

条
約
一
〇
条
違
反
を
認
め
た
。
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（
ｂ
）　Perinçek

判
決
の
評
価

　

こ
の
よ
う
に
多
数
意
見
は
、
申
立
人
の
発
言
を
公
共
の
関
心
事
に
関
す
る
政
治
的
論
争
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
条
約
一
七
条
の
適

用
を
回
避
し
た
う
え
で
、
憎
悪
や
不
寛
容
の
扇
動
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
判
決
のSpielm

ann

裁
判

官
ら
の
共
同
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
に
よ
る
諸
要
素
の
分
析
を
全
面
的
に
批
判
し
た（

（3
（

。
す
な
わ
ち
共
同
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見

に
よ
る
申
立
人
の
発
言
の
評
価
―
―
す
な
わ
ち
申
立
人
の
発
言
は
事
実
の
否
定
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
該
当
性
と
い
う
法
的
評

価
の
否
定
で
あ
る
と
す
る
見
解
―
―
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
明
確
に
確
定
し
た
歴
史

上
の
事
実
な
の
で
あ
っ
て
、
申
立
人
の
発
言
は
歴
史
上
の
事
実
の
歪
曲
で
あ
っ
て
民
族
全
体
へ
の
侮
辱
に
当
た
る
と
述
べ
た
。
ま
た

共
同
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
に
よ
る
地
理
的
・
歴
史
的
要
素
の
考
慮
は
人
権
の
普
遍
性
の
観
点
か
ら
適
切
で
な
い
と
批
判
し
、
さ

ら
に
多
数
意
見
が
時
間
の
経
過
を
考
慮
し
た
こ
と
、
加
盟
国
の
合
意
の
欠
如
を
過
度
に
重
視
し
た
こ
と
、
国
際
法
上
の
義
務
を
過
小

評
価
し
た
こ
と
も
批
判
し
、
本
件
で
は
条
約
一
〇
条
の
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
結
論
づ
け
た（

（3
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、Perinçek

判
決
の
多
数
意
見
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
否
定
表
現
を
区
別
し
、

後
者
へ
の
条
約
一
七
条
の
適
用
を
回
避
し
、
第
一
〇
条
と
第
八
条
の
衡
量
審
査
を
行
っ
た
点
に
お
い
て
、
刑
罰
型
の
「
記
憶
の
法
」

と
表
現
の
自
由
の
調
整
の
問
題
に
新
た
な
切
り
口
を
示
し
た
。
他
方
、
こ
の
判
決
は
、
歴
史
上
の
出
来
事
に
対
す
る
評
価
の
法
的
取

り
扱
い
に
関
す
る
一
貫
性
の
問
題
、
と
り
わ
け
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
他
の
残
虐
行
為
と
の
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
い
う
問
題
を
顕
在
化

さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
文
脈
を
踏
ま
え
、「
記
憶
の
法
」
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
。

五　

若
干
の
考
察

　

そ
も
そ
も
史
実
の
認
定
を
国
家
が
行
う
こ
と
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。Belavusau
は
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
の
二
〇
〇
八
年
の
枠
組
み
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決
定
が
第
二
次
世
界
大
戦
史
の
論
争
的
側
面
に
対
す
る
自
由
な
討
議
の
監
視
装
置
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、
史
実
否
定
表
現
の

刑
事
犯
罪
化
に
よ
っ
て
歴
史
討
議
を
司
法
に
委
ね
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
点
、
日
本
国
内
の
議
論
に

着
目
す
る
と
、（
フ
ラ
ン
ス
法
制
を
題
材
と
し
つ
つ
）
樋
口
陽
一
は（

（3
（

立
法
府
が
事
実
の
存
否
を
「
宣
言
」
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
す

な
わ
ち
、
裁
判
所
は
必
要
に
応
じ
て
歴
史
家
の
証
言
や
鑑
定
を
得
つ
つ
物
的
証
拠
と
証
言
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
事
実
を
認
定
す
る

こ
と
が
そ
の
任
務
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き
を
具
備
し
な
い
立
法
府
が
事
実
の
存
否
を
「
宣
言
」
し
た
場
合
、
歴
史

家
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
仕
事
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
す
る
。
一
方
、
山
元
一（

（3
（

は
、
歴
史
の
記
憶
を
公
定
化
す
る
場
と
し
て
法

廷
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
う
え
で
、
国
民
代
表
た
る
立
法
府
が
政
治
的
決
断
と
し
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
つ
つ
、
各
政
治
体
が
確
定
す
べ
き
「
記
憶
」
の
基
本
的
方
向
性
は
憲
法
制
定
議
会
等
の
プ
ロ
セ
ス
に
委
ね
る

べ
き
だ
と
論
じ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
た
た
か
う
民
主
制
」
を
前
提
と
し
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
「
記
憶
の
義
務
」
の
観
念
が
支

配
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
へ
の
刑
事
処
罰
が
正
当
化
さ
れ
て
き
た
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、Belavusau

は
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
一
三
条
（
芸
術
・
科
学
の
自
由
及
び
学
問
の
自
由
の
尊
重
）
を
手
掛
か
り
に
、
歴
史
修
正
主
義
に
基
づ
く
史
実

否
定
表
現
で
あ
っ
て
も
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
論
じ
る（

（3
（

。

　

こ
の
視
点
か
ら
人
権
裁
判
所
の
一
連
の
判
決
を
評
価
す
る
と
、Perinçek

判
決
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
否
定
表
現
を
表
現
の

自
由
の
保
護
範
囲
内
で
と
ら
え
た
点
は
肯
定
し
う
る
。
他
方
で
、
人
権
裁
判
所
の
判
例
上
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
表
現
に
つ
い
て
は

例
外
的
に
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
外
に
置
く
一
方
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
残
虐
行
為
は
保
護
範
囲
内
に
置
く
可
能
性
を
認
め
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
残
虐
行
為
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
を
事
実
上
容
認
し
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
外
の
残
虐
行
為
の
被
害
者

へ
の
不
公
正
、
と
り
わ
け
ア
ル
メ
ニ
ア
人
共
同
体
に
対
す
る
不
公
正
を
生
み
う
る
側
面
を
有
す
る
。

　

ま
た
、「
記
憶
の
法
」
は
、
特
定
の
民
族
等
の
集
団
の
記
憶
を
国
家
／
国
民
の
記
憶
へ
と
編
成
し
よ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
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ィ
依
拠
の
法
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
法
の
一
般
性
の
要
求
の
下
で
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
。
こ

の
点
に
つ
き
、
人
権
概
念
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
帯
び
た
規
範
体
系
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
、
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
の
記
憶
を
画
一
的
に

強
制
す
る
こ
と
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
民
族
的
憎
悪
の
増
強
に
つ
な
が
り
対
立
を
強
化
し
て
し
ま
う
と
の
批
判

も
あ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
議
論
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
各
国
が
自
国
の
歴
史
を
法
で
規
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
果
た
し
て
適
切
で
あ
る
の

か
、
と
く
に
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
国
家
間
対
立
と
結
び
付
き
う
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
も
多
様
な
「
記
憶
の
法
」
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
特
筆
す
べ
き
諸
制
度

の
概
要
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
元
号
法
の
定
め
る
元
号
は
、
集
合
的
記
憶
の
み
な
ら
ず
個
人
の
記
憶
に
つ
い
て
も
す
べ
て
象
徴
天
皇

制
の
下
の
元
号
と
い
う
時
間
軸
の
な
か
で
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
高
次
の
「
記
憶
の
法
」
と
し
て
す
べ
て
の
記
憶
を
統
制
す

る
機
能
を
有
す
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
、
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
、
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
な
ど
は
、
日
本
固
有
の
歴
史
上
の
出
来
事
を
背
景
に
制
定
さ
れ
た
特
徴
的

な
「
記
憶
の
法
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
学
校
教
育
法
の
規
定
す
る
学
校
教
育
で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
検
定
制
度
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
が
歴
史
教
科
書
等
に
お
け
る
史
実
の
描
写
を
対
象
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
典
型
的
な
「
記
憶
の
法
」
で
あ
る
し
、

歴
史
上
の
出
来
事
の
記
述
内
容
を
争
点
と
し
た
い
わ
ゆ
る
教
科
書
裁
判
も
「
記
憶
の
法
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
で
は
主
に
記
憶
を
想
起
さ
せ
る
法
制
度
に
着
目
し
た
が
、
記
憶
に
は
想
起
と
対
に
な
る
忘
却
の
作
用
が
あ
り（

（4
（

、
忘

却
の
た
め
の
法
制
度
も
し
ば
し
ば
統
治
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
。
忘
却
の
法
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
負
の
歴
史
を
覆
い
隠
す
も
の
と

し
て
否
定
的
な
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
日
本
で
は
、
被
差
別
部
落
の
地
名
公
表
問
題
の
文
脈
に
お
い
て
、
差
別
の
歴

史
の
忘
却
と
い
う
視
点
が
必
要
と
な
り
、
い
わ
ば
「
忘
却
の
義
務
」
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
「
記
憶

の
法
」
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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＊
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP25K

04752

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）　
「
記
憶
の
法
」
に
関
す
る
憲
法
学
の
論
文
と
し
て
、
横
大
道
聡
「『
記
憶
と
憲
法
』
研
究
序
説
」
立
教
法
学
一
一
一
号
三
三
四
頁
（
二

〇
二
四
年
）
が
全
体
像
を
描
き
出
す
。
ま
た
、
田
上
雄
大
の
一
連
の
研
究
（
田
上
雄
大
「
歴
史
に
か
か
わ
る
法
令
に
つ
い
て
の
考
察
―

『
記
憶
法
』
を
中
心
に
」
政
経
研
究
五
六
巻
二
号
五
〇
九
頁
（
二
〇
一
九
年
）、
田
上
雄
大
「
西
欧
に
お
け
る
『
記
憶
法
』
の
分
析
―
公
正

世
界
仮
説
に
よ
る
『
記
憶
法
』
へ
の
影
響
」
法
政
治
研
究
六
巻
九
七
頁
（
二
〇
二
〇
年
）、
田
上
雄
大
「
東
欧
に
お
け
る
『
記
憶
法
』
の

分
析
―
『
記
憶
法
』
に
お
け
る
取
り
扱
い
と
そ
の
要
因
」
法
政
治
研
究
八
巻
一
頁
（
二
〇
二
二
年
））
の
ほ
か
、
曽
我
部
真
裕
「
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
現
在
―
「
記
憶
の
法
律
」
を
め
ぐ
る
最
近
の
状
況
を
題
材
に
」
憲
法
問
題
二
五
号
七
五
頁
（
二
〇
一
四
年
）、

伊
藤
純
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
律
」
の
現
在
」
憲
法
理
論
叢
書
三
〇
号
一
六
一
頁
（
二
〇
二
二
年
）、
大
藤
紀
子
「
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
「
記
憶
の
法
律
」
を
め
ぐ
っ
て
」
長
谷
川
憲
・
植
野
妙
実
子
・
大
津
浩
編
『
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
の
憲
法
学
―
日
仏
交
流

の
歩
み
』（
敬
文
堂
、
二
〇
二
三
年
）
三
一
六
頁
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
樋
口
陽
一
『
憲
法
と
い
う
作
為
―
「
人
」
と
「
市
民
」
の
連
関
と

緊
張
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
七
三
―
二
〇
一
頁
（
第
Ⅳ
章
第
一
節
「
法
が
歴
史
を
書
く
？
―
「
記
憶
の
法
律
」
を
め
ぐ
っ

て
」）、
樋
口
陽
一
『
抑
止
力
と
し
て
の
憲
法
―
再
び
立
憲
主
義
に
つ
い
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
五
―
一
三
四
頁
（
第
三

章
第
一
節
「
法
・
歴
史
・
記
憶
」）、
山
元
一
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
憲
法
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
九
八
頁
（「「
記
憶
の
た
め
の
法
」

に
よ
る
〈
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
横
溢
化
〉」）
も
「
記
憶
の
法
」
の
項
目
を
設
け
て
い
る
。

（
2
）　Loi n° 90-615 du 13� juillet 1990 tendant à réprim

er tout acte raciste, antisém
ite ou xenophobe （France

）（
あ
ら

ゆ
る
人
種
差
別
的
、
反
ユ
ダ
ヤ
的
、
外
国
人
排
斥
的
な
行
為
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
九
九
〇
年
七
月
一
三
日
法
）.

（
3
）　Loi n° 2001-70 du 29� janvier 2001 relative à la reconnaissance du génocide arm

énien de 1915 

（France

）（
一
九

一
五
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
承
認
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
月
二
九
日
法
）. Loi n

° 2001-434 du 21� m
ai 2001 

tendant à la reconnaissance de la traite et de l’esclavage en tant que crim
e contre l’hum

anité 

（France

）（
奴
隷
貿
易

及
び
奴
隷
制
を
人
道
に
対
す
る
罪
と
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